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スペースをつくる、ギャップをつくる（スペースをつ
くらせない、ギャップをつくらせない）・・・この
指導がうまいチームはコートバランスがとてもよい。
特別な練習はなく、あえて言うなら日々の練習で選
手の意識をスペースづくり（スペースつぶし）に導
くコーチの語彙のモンダイw



選手はぜひ記憶してほしい。
高確率でこのあたりにギャップができます。
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図 01

❶はレシーブしたら少ないドリブルで抜け出し、❷
につなぐ。もし、❶が密着されているなら❷がまっ
すぐに飛び込んでバウンズパスをレシーブ。少ない
ドリブルでフロントコートへ向かい❸につなぐ。
❷が PGのほうがよいと思うのだが・・・

普通の戻りは❷が PGになってミドルをドリブルで上がる。
しかし、あえてそのプレーをせず、❶を PGに見立て、必ず
❶にボールをパスして、彼女に戻りの 3メンを仕切らせる。
あるいは❸を PGに見立て、❸に仕切らせる。約束事はそれ
だけ。❸がドリブルする可能性は高い。その時❶と❷はど
う動くべきでしょうか？（指導ポイント）
PGが変わるだけで、スタイルが変わり、アイデアがでてく
る。また、テンポは遅くなるが、ゲームライクな戻りの 3メ
ンになる。
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図 02

❶はレシーブしたら少ないドリブルで抜け出し、❷
につなぐ。もし、❶が密着されているなら❷がまっ
すぐに飛び込んでバウンズパスをレシーブ。少ない
ドリブルでフロントコートへ向かい❸につなぐ。
❶はマークされやすいので、ブラインドサイド❷が
PGのほうがよいと思うのだが・・・
❷があわてちゃうと、ダメです。タイムアウトとり
ましょう。
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